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１．事業の概要

（１）「第三次生物多様性国家戦略」策定及び条約への報告

・現行国家戦略策定以降の自然環境の状況や、社会経済的な変化に対応す

るため、第三次国家戦略を策定

・第三次国家戦略を条約事務局へ報告

（２）「第三次生物多様性国家戦略」普及広報

・第三次生物多様性国家戦略を普及・広報するため、国民の幅広い層に訴

えかける運動を実施

・様々な主体の参加を促すため、ガイドライン、行動指針等を作成

（３）2010年目標達成に向けたアクションプラン作成等

・第三次国家戦略を踏まえ、2010年目標達成のためのアクションプラン作

成等を検討

・生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）の誘致を念頭に置き、2010

年目標への取組について普及広報活動を実施するとともに、ポスト201

0年目標の検討を開始

２．事業計画

平成19年度：①第三次国家戦略の策定、普及広報、②2010年目標達成に

向けたアクションプラン作成等検討開始、③ポスト2010年

目標に関する検討開始

平成20年度：国民運動、ガイドライン等の検討及び作成

平成21年度：ガイドライン等の作成、ポスト2010年目標の提案

平成22年度（COP10開催）：普及広報のためのサイドイベント開催

平成23～24年度：ポスト2010年目標への対応

３．施策の効果

・第三次生物多様性国家戦略の策定により、わが国における生物多様性の保

全の効果的な推進を図り、人と自然が共生する社会を実現

・生物多様性条約の「2010年目標」に対する取組の飛躍的促進と、国際社会

におけるイニシアティブを発揮



条約の目的

＜生物多様性条約＞
（平成４年５月採択）

生物多様性の保全

持続可能な利用

遺伝資源の利用から得られ
る利益の公正で衡平な分配

<<2010年目標>>
「締約国は現在の生物多様性
の損失速度を2010年までに
顕著に減少させる」

第三次生物多様性国家戦略実施等推進費について

＜第二次国家戦略＞
（平成14年３月決定）

３つの目標

種の回復と保全

絶滅の防止と回避

持続可能な利用

2010年の締約
国会議は日本
で開催(2010年
目標の見直し
を議論)

2010年目標達
成への取組促
進

来年度は第三
次国家戦略を
策定

＜事業内容＞

「第三次生物多様性国家戦略」の策定

・地方自治体、民間企業、個人等が進めるべき取組につ
いてガイドライン等を作成
・「国家戦略を読む会（仮称）」の開催

「第三次生物多様性国家戦略」の普及

2010年目標達成に向けた
日本のアクションプランを策定

・目標達成に向けた民間、ＮＧＯ等の自主的な取組を後
押しする方策（アクションプラン）を検討
・ＰＲキャンペーン「カウントダウン2010（仮称）」の展開
・条約の次期目標や評価指標例等の検討

・条約の目標に対応した日本の指標を設定
 （例）絶滅危惧種の割合
　　　　森林面積等の国内の生態系の割合 など
・条約事務局への報告とりまとめ




